
集
会
は
中
島
執
行
副
委
員
長

の
挨
拶
で
開
会
し
、
主
催
者
を

代
表
し
て
地
本
橋
本
委
員
長
は

年
頭
の
挨
拶
を
述
べ
る
と
共
に
、

地
方
本
部
の
抱
え
る
諸
課
題
と

そ
の
克
服
に
向
け
て
地
本
全
組

合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
闘
う
こ

と
を
呼
び
か
け
た
。

続
い
て
東
日
本
本
部
佐
藤
正

幸
執
行
副
委
員
長
が
「
11
春
闘

情
勢
と
私
た
ち
の
課
題
」
と
題

し
た
講
演
を
行
っ
た
。
【
別
掲
】

ま
た
、
宮
城
・
福
島
・
仙
総

の
各
支
部
が
職
場
実
態
を
交
え

た
報
告
を
行
っ
た
。

続
い
て
地
本
五
十
嵐
書
記
長

は
、
11
春
闘
勝
利
を
始
め
と
し

た
運
動
の
展
開
と
組
織
強
化
・

拡
大
に
向
け
た
取
組
み
を
一
括

し
て
提
起
し
、
代
表
者
ら
に
意

思
統
一
を
要
請
し
た
。

さ
ら
に
全
体
討
論
で
は
渡
辺

歳
（
仙
総
・
台
車
）
、
人
見

（
貨
物
福
島
）
、
桜
井
（
仙
総
・

組
立
）
、
大
河
原
（
郡
工
・
装

置
科
）
、
渡
辺
一
（
仙
総
・
台

車
）
、
阿
部
（
郡
工
・
車
体
科
）
、

山
田
（
岩
沼
駅
連
）
ら
各
氏
が

質
疑
に
立
ち
、
地
方
本
部
と
東

日
本
本
部
に
見
解
を
求
め
た
。

職
場
か
ら
の
報
告
要
旨

宮
城
県
支
部

山
田
書
記
長

▼
不
採
用
問
題
。
和
解
成
立
す

る
も
闘
争
団
の
生
活
状
況
は
変

わ
ら
な
い
。
具
体
的
支
援
を
。

▼
エ
ル
ダ
ー
。
遠
隔
地
な
ど
希

望
と
違
う
就
労
箇
所
の
提
示
。

来
年
度
の
就
労
箇
所
が
提
示
さ

れ
な
い
状
況
も
。
超
勤
で
過
収

入
に
な
る
と
年
金
が
減
額
さ
れ

る
た
め
タ
ダ
働
き
も
発
生
し
て

い
る
。

▼
駅
で
は
次
々
と
端
末
が
更
新
、

し
か
し
不
十
分
な
教
育
・
指
導
。

乗
務
員
は
要
員
不
足
に
よ
る
労

働
強
化
。
吐
血
し
て
も
乗
務
す

る
実
態
も
。
個
々
人
の
対
応
が

重
視
さ
れ
責
任
が
押
し
付
け
ら

れ
て
い
る
。
点
検
摘
発
が
重
要
。

▼
10
春
闘
で
は
客
・
貨
ベ
ア
ゼ

ロ
。
抗
議
の
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ガ
キ

は
今
年
も
取
り
組
む
。
ス
ト
で

闘
う
こ
と
を
要
請
す
る
。

福
島
県
支
部

佐
藤
書
記
長

▼
不
採
用
問
題
の
全
面
政
治
解

決
に
向
け
、
本
部
を
支
え
精
一

杯
取
り
組
む
。

▼
11
春
闘
は
「
一
人
一
要
求
」

と
現
場
長
と
の
交
渉
を
柱
に
運

動
を
組
み
立
て
る
。
2
月
12
日

に
春
闘
討
論
集
会
。
執
行
部
は

全
分
会
オ
ル
グ
を
取
り
組
む
。

▼
昨
年
秋
に
実
施
し
た
課
題
を

絞
っ
た
班
・
分
会
交
流
は
力
に
。

▼
組
織
強
化
拡
大
。
昨
年
の
駅
・

信
通
分
会
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
。

温
度
差
は
あ
る
が
、
職
場
を
機

軸
に
運
動
の
構
築
を
。

▼
統
一
地
方
選
。
組
織
内
候
補

の
当
選
に
向
け
全
力
を
尽
く
す
。

仙
総
支
部
・
小
松
車
体
分
会
長

▼
岩
手
か
ら
の
遠
距
離
通
勤
者

が
お
り
、
配
転
希
望
の
実
現
化

と
合
わ
せ
、
モ
ニ
タ
ー
制
度
の

柔
軟
な
改
正
を
求
め
る
。

▼
郡
工
へ
の
配
転
希
望
者
に
対

す
る
他
労
組
の
組
織
攻
撃
阻
止
。

▼
分
会
活
動
。
春
闘
時
期
に
一

12
月
11
日
、
第
15
回
東
日
本
本

部
主
催
に
よ
る
「
皇
居
外
周
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

昨
年
3
位
、
一
昨
年
準
優
勝
の

実
力
を
持
つ
仙
台
選
抜
チ
ー
ム

は
、
今
年
も
上
位
入
賞
を
狙
う

べ
く
、
昨
年
に
も
増
し
て
練
習

を
重
ね
、
ま
た
体
調
を
万
全
に

し
て
レ
ー
ス
に
臨
む
よ
う
調
整

を
続
け
て
い
た
。

し
か
し
結
果
は
7
位
。
入
賞

に
も
届
か
な
い
結
果
だ
。

原
因
は
様
々
あ
っ
た
。
若
き

エ
ー
ス
ラ
ン
ナ
ー
高
橋
祐
輝
の

欠
場
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
開
催
に
よ

り
、
大
会
が
11
月
か
ら
12
月
に

延
期
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
大

知
里
正
の
痛
恨
の
調
整
ミ
ス
。

ベ
テ
ラ
ン
ラ
ン
ナ
ー
特
有
の

「
古
傷
」
を
全
員
が
抱
え
て
い

る
こ
と
・
・
・
。

だ
が
、
な
に
も
恥
じ
る
こ
と

は
な
い
。
い
や
む
し
ろ
堂
々
と

胸
を
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

他
の
チ
ー
ム
が
家
族
等
の
若

手
中
心
に
メ
ン
バ
ー
編
成
を
行
っ

て
い
る
中
、
現
役
組
合
員
の
み

で
こ
の
結
果
は
優
勝
に
値
す
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

12
月
の
天
候
と
は
思
え
な
い

よ
う
な
小
春
日
和
の
中
、
爽
や

か
な
汗
を
流
し
た
ラ
ン
ナ
ー
達

は
、
既
に
来
年
の
大
会
を
見
据

え
て
い
た
。
（
敬
称
略
）

優
勝
は
常
勝
の
長
野
。
一
昨

年
ま
で
4
連
覇
を
続
け
て
い
た

が
、
昨
年
伏
兵
の
千
葉
に
優
勝

を
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

今
大
会
で
見
事
雪
辱
を
果
せ

た
の
は
層
の
厚
さ
だ
。
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12
・
3

団
交
（
冬
季
関
係

設
備
・
営
業
）

12
・
10

第
3
回
執
行
委
員
会
・
第
1
回
闘
争
委
員
会

12
・
11

第
32
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

全
国
組
織
部
長
会
議

12
・
11

第
15
回
東
日
本
マ
ラ
ソ
ン
大
会

12
・
12

貨
物
エ
リ
ア
代
表
者
会
議

12
・
14

団
交
（
ダ
イ
ヤ
改
正
等
関
連
以
外
）

12
・
16

第
35
回
地
本
運
輸
協
議
会
定
期
総
会

12
・
17

エ
リ
ア
・
地
方
代
表
者
会
議

12
・
19

春
闘
事
務
局
会
議

地
本
安
プ
ロ
・
業
長
会
議

12
・
21

団
交
（
総
合
車
両
セ
業
務
改
善
見
極
め
要
求
）

12
・
22

団
交
（
ダ
イ
ヤ
改
正
等
関
連
以
外
）

 
地
方
本
部
は
1
月
8
日
、
こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い
て
、
「
11

春
闘
勝
利
！
活
動
家
交
流
集
会
」
を
開
催
し
た
。
集
会
に
は
各

支
部
と
分
会
の
代
表
者
が
出
席
し
、
11
春
闘
勝
利
に
向
け
た
諸

活
動
や
取
組
み
に
つ
い
て
 
積
極
的
に
討
論
を
行
っ
た
。

▼
JR
不
採
用
問
題
の
政
治
解

決
に
向
け
た
到
達
点

①
解
決
の
扉
を
こ
じ
開
け
た

の
は
「
一
人
の
首
切
り
も
許

さ
な
い
」
と
い
う
団
結
の
力
。

②
JR
各
社
は
「
解
決
済
み
」

と
頑
な
な
姿
勢
。

③
政
治
情
勢
は
混
沌
。
国
交

大
臣
が
問
責
決
議
可
決
。
状

況
の
見
極
め
が
大
事
。

④
妨
害
勢
力
が
窓
口
議
員
に

JR
へ
の
採
用
に
つ
い
て
異
議

の
申
し
入
れ
。
窓
口
議
員
は

「
約
束
事
で
あ
り
出
来
な
い
」

と
返
答
。

▼
労
働
条
件
改
善
・
安
全
安

定
輸
送
の
確
立
に
向
け
て

①
乗
務
員
を
除
く
職
種
が
外

注
化
に
。
出
向
先
の
労
働
条

件
改
善
は
大
き
な
課
題
。
東

の
子
会
社
で
あ
る
JR
バ
ス
と

の
団
交
に
応
じ
る
な
ど
交
渉

ル
ー
ル
に
一
定
の
前
進
。

②
各
事
案
の
整
理
に
は
不
十

分
さ
が
あ
り
残
念
な
結
果
に
。

③
今
後
、
合
理
化
・
効
率
化

に
関
わ
る
事
案
は
各
地
方
・

職
協
会
議
を
基
本
に
専
門
委

員
会
を
設
置
し
体
制
強
化
に

努
め
る
。

▼
労
働
条
件
改
善
に
関
す
る

協
約
締
結
に
向
け
た
取
組
み

①
大
会
で
は
修
正
案
な
ど
様
々

な
意
見
が
。
内
容
は
一
括
和

解
以
降
の
実
態
と
懸
案
事
項

の
改
善
・
組
織
拡
大
へ
の
条

件
整
備
・
締
結
前
に
会
社
と

の
状
況
を
分
析
・
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
、
等
で
あ
る
。

②
基
本
は
一
括
和
解
の
精
神
・

主
旨
を
労
使
関
係
の
機
軸
に

置
く
こ
と
。
和
解
の
実
効
性

の
向
上
・
懸
案
事
項
の
解
消

と
整
理
が
課
題
。

▼
組
織
強
化
拡
大
に
向
け
て

①
一
括
和
解
以
降
87
名
、
大

会
か
ら
4
名
の
拡
大
。

②
2
月
20
日
に
組
織
部
長
会

議
を
開
催
し
、
意
思
統
一
を

図
る
。

▼
新
人
事
賃
金
制
度
に
つ
い
て

①
内
容
に
つ
い
て
は
良
い
部

分
の
み
流
布
さ
れ
て
い
る
が
、

負
の
部
分
も
あ
る
。

②
会
社
は
1
月
下
旬
に
提
案
、

4
月
1
日
実
施
の
考
え
。

※
春
闘
情
勢
（
国
内
外
の
経

済
を
巡
る
情
勢
分
析
）
は
紙

面
の
都
合
上
、
割
愛
し
ま
す

ゴールする大知里選手

佐藤執行副委員長

人
一
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に

職
場
要
求
作
成
。
総
括
と
し
て

会
社
施
設
で
集
会
。
他
労
組
と

使
用
実
態
の
差
が
あ
り
改
善
が

必
要
。

▼
会
社
と
の
対
話
は
複
数
で
な

く
個
人
で
対
応
さ
れ
て
い
る
。

執
行
部
以
外
も
参
加
し
共
有
化

を
図
っ
て
い
る
。

▼
部
外
委
託
が
浸
透
。
エ
ル
ダ
ー

の
受
け
皿
と
言
わ
れ
る
が
、
実

態
を
見
れ
ば
安
全
面
か
ら
も
看

過
で
き
な
い
。

▼
組
織
拡
大
は
差
別
を
解
消
し

て
成
し
得
る
も
の
。



集
会
は
東
北
協
議
会
橋
本
事

務
局
長
（
仙
台
）
の
司
会
と
挨

拶
で
開
会
。
主
催
者
を
代
表
し
、

瀬
下
議
長
（
秋
田
）
は
、
▼
JR

不
採
用
問
題
▼
労
働
条
件
改
善

▼
組
織
強
化
拡
大
に
つ
い
て
述

べ
、
東
北
協
議
会
と
し
て
全
力

で
闘
う
と
挨
拶
。

ま
た
情
勢
報
告
と
し
て
、

本
部
高
橋
委
員
長
は
ま
ず

不
採
用
問
題
に
つ
い
て
触

れ
、
11
月
4
日
、
窓
口
会

議
に
お
い
て
四
党
に
は
解

決
金
と
雇
用
は
セ
ッ
ト
で

あ
る
と
理
解
を
求
め
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た

四
党
か
ら
国
交
大
臣
と
官

房
長
官
に
申
し
入
れ
を
行

う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
ビ

デ
オ
流
出
問
題
他
で
タ
イ

ミ
ン
グ
を
逸
し
、
仕
切
り
直
し

の
状
態
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま

た
JR
側
の
巻
き
返
し
も
強
く
、

「
6
月
で
解
決
済
み
で
あ
り
、

雇
用
は
筋
違
い
」
と
の
姿
勢
を

崩
し
て
い
な
い
と
報
告
。

更
に
は
、
今
後
の
課
題
と
し

て
は
、
▼
国
労
組
織
が
職
場
の

中
心
に
座
り
、
仲
間
の
信
頼
を

ど
う
作
る
か
▼
組
織
の
強
化
・

拡
大
〜
大
会
以
降
16
名
の
加
入

が
あ
り
、
更
に
取
組
み
を
強
め

る
▼
青
森
新
幹
線
開
業
と
並
行

在
来
線
問
題
▼
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
の
今
後
の
在
り
方
、
に

つ
い
て
述
べ
た
。

特
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
「
国
労
は
全
労

協
に
所
属
し
て
い
る
が
、
１
０

４
７
名
問
題
の
た
め
に
作
ら
れ

た
背
景
が
あ
る
。
連
合
か
ら
オ

フ
ァ
ー
が
あ
り
、
今
後
社
会
的

な
労
働
運
動
を
作
る
た
め
に
ど

う
す
る
の
か
、
大
胆
な
議
論
を

要
請
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
東
日
本
本
部
か
ら
は
松

井
書
記
長
が
、
「
国
労
の
最
重

要
課
題
で
あ
っ
た
JR
不
採
用
問

題
が
、
雇
用
と
い
う
大
き
な
課

題
を
残
し
つ
つ
も
、
解
決
と
い

う
節
目
を
迎
え
、
当
面
す
る
組

織
拡
大
を
中
心
と
す
る
取
組
み

を
進
め
る
組
織
強
化
と
体
制
作

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
述

べ
、
JR
会
社
と
他
労
組
の
動
向
、

国
労
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
さ

れ
た
。

続
い
て
、
組
織
拡
大
に
向
け

た
取
組
み
と
し
て
、
東
日
本
本

部
武
田
組
織
部
長
か
ら
組
織
問

題
の
現
状
と
課
題
が
提
起
さ
れ
、

更
に
は
こ
の
1
年
間
で
4
名
の

組
織
拡
大
が
あ
っ
た
武
蔵
小
金

井
駅
連
合
分
会
の
取
組
み
に
つ

い
て
、
東
京
地
本
常
盤
教
宣
部

長
よ
り
報
告
を
受
け
た
。

強
調
さ
れ
て
い
た
の
は
、
▼

楽
し
い
職
場
で
あ
る
こ
と
▼
キ
ー

マ
ン
が
必
要
で
あ
る
こ
と
▼
人

間
関
係
で
他
労
組
に
勝
こ
と
、

で
あ
っ
た
。

職
場
報
告
で
は
、
盛
岡
地
本

か
ら
米
田
勝
義
氏
（
盛
岡
車
セ
）
、

佐
々
木
政
志
氏
（
青
森
車
セ
）
、

秋
田
地
本
か
ら
小
林
昭
宏
氏

（
秋
田
電
力
技
セ
）
、
仙
台
地

本
か
ら
は
吉
田
浩
一
氏
（
会
津

宮
下
駅
）
と
菅
野
聡
氏
（
米
沢

駅
）
が
そ
れ
ぞ
れ
職
場
実
態
報

告
を
行
っ
た
。

東
北
協
議
会
は
27
日
に
第
25

回
定
期
総
会
を
開
催
し
、
活
動

方
針
（
案
）
な
ら
び
に
会
計
報

告
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

な
お
新
役
員
は
以
下
の
通
り
。

議

長

瀬
下

一
司

副
議
長

齋
藤

庄
司

副
議
長
（
兼
）

事
務
局
長

橋
本

昭
二

幹

事
渡
邊

敦
（
秋
田
）

佐
々
木

力
（
盛
岡
）

五
十
嵐

敬
（
仙
台
）

岩
井

幸
二
（
貨
物
）

会
計
監
査小

林

良
宏

久
米

竜
一

運
輸
協
議
会
（
千
葉
弘
議

長
）
は
12
月
16
日
、
こ
く
ろ
う

会
館
に
お
い
て
、
第
35
回
定
期

委
員
会
を
開
催
し
、
一
年
間
の

運
動
の
総
括
と
新
た
な
活
動
方

針
を
決
定
し
た
。

委
員
会
で
は
活
発
な
討
論
と

問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
大
友
事

務
長
は
、
▼
中
間
駅
の
一
人
勤

務
の
問
題
点
▼
機
械
化
・
営
業

制
度
等
の
教
育
研
修
の
徹
底
▼

乗
務
員
の
要
員
不
足
問
題
に
つ

い
て
、
改
善
に
向
け
積
極
的
に

取
り
組
む
と
集
約
し
た
。

委
員
会
で
出
さ
れ
た
主
な
意

見
・
報
告

▼
業
務
委
託
駅
が
仙
石
・
仙
山

線
で
増
加
と
聞
く
が
不
安

▼
一
人
勤
務
で
車
椅
子
対
応
。

連
絡
体
制
を
確
実
に

▼
不
採
用
問
題
は
雇
用
確
保
に

頑
張
る
【
仙
石
線
駅
連
】

▼
一
人
勤
務
は
列
車
遅
延
・
異

常
時
は
休
憩
・
食
事
が
取
れ
ず

▼
各
種
シ
ス
テ
ム
の
講
習
時
間

が
短
い
【
岩
沼
駅
連
】

▼
運
協
費
の
値
上
げ
は
理
解

▼
運
協
の
在
り
方
も
様
々
聞
こ

え
る
が
、
現
状
で
良
い
と
思
う

【
会
津
若
松
地
区
】

▼
新
規
採
用
者
の
組
合
説
明
会

と
歓
迎
会
を
開
催

▼
分
会
情
報
の
担
当
者
が
代
わ

る
が
継
続
し
て
発
行
し
た
い

▼
大
会
で
新
体
制
に

▼
闘
争
団
へ
の
カ
ン
パ
打
ち
切

り
は
早
過
ぎ
た
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た

▼
乗
務
員
で
精
神
疾
患
で
休
職
。

対
応
が
難
し
い

▼
運
協
費
の
値
上
げ
は
理
解
す

る
が
大
切
に
使
用
し
て
も
ら
い

た
い
【
郡
山
駅
連
】

▼
冬
期
対
応
と
し
て
若
い
社
員

が
配
属
に
【
新
庄
駅
連
】

▼
福
島
駅
で
は
国
労
の
ベ
テ
ラ

ン
が
配
転
に

▼
一
交
代
勤
務
で
ベ
テ
ラ
ン
不

在
時
は
不
安

▼
輸
送
に
若
手
が
不
在

【
福
島
地
区
】

▼
休
日
勤
務
が
多
く
、
特
に
若

手
に
集
中

▼
愛
子
折
り
返
し
の
乗
務
中
、

愛
子
で
吐
血
。
当
直
に
連
絡
す

る
も
、
代
替
要
員
が
居
な
い
と

仙
台
ま
で
乗
務
。
愛
子
で
対
応

す
べ
き
で
あ
り
問
題

【
仙
・
宮
運
輸
区
】

▼
病
気
で
早
期
退
職
者
。
減
額

措
置
が
な
く
な
れ
ば
頑
張
れ
る

は
ず
。
制
度
改
正
を

▼
若
手
と
の
繋
が
り
が
な
い
。

会
社
の
懇
親
会
利
用
を
議
論

【
小
牛
田
駅
連
】

▼
車
掌
の
臨
時
行
路
が
月
50
時

間
、
休
日
勤
務
が
30
日
発
生
。

病
欠
者
も
お
り
要
員
不
足
は
明

ら
か

▼
新
人
車
掌
は
運
転
士
に
な
る

た
め
の
腰
掛
に

【
小
牛
田
運
輸
区
】

▼
12
月
ダ
イ
ヤ
改
正
は
制
度
的

に
問
題
が
。
乗
車
券
発
売
で
社

員
に
詳
し
い
説
明
が
な
さ
れ
ず
、

責
任
だ
け
は
社
員
に
転
嫁

▼
若
手
と
の
会
話
か
ら
職
場
の

問
題
点
を
点
検
し
た
い

【
仙
台
駅
連
】

新
役
員
体
制

議

長千
葉

弘小
牛
田
運
輸
区

副
議
長石

塚

和
弘

大
河
原
駅

（
営
業
分
科
長
）

加
藤

孝
一

郡
山
運
輸
区

（
車
掌
分
科
長
）

事
務
長渡

辺

斉

仙
台
駅

幹

事安
斎

則
之

仙
・
宮
運
輸
区

中
葉

昌
利

福
島
総
合
運
輸
区

塚
原
裕
次
郎

郡
山
駅

渋
谷

慶
次

さ
く
ら
ん
ぼ
東
根
駅

会
計
監
査

八
木
沼

利
昭

米
沢
駅

野
地

仁仙
台
運
輸
区
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4月1日付けの出向発令により、体調を崩されて

いた佐藤典彦さんが、11月16日付けで復職しま

した。

11月中は第一建設仙台支店勤務で、12月1日よ

り東北フォトプリント（仙台）の事前通知が出

されました。

佐藤さんは「不安障害」という診断で約7カ月

間病気欠勤となり、治療に専念していました。

積極的に発言する仙台の参加者

退
職
の
お
知
ら
せ

11
月
30
日

渡
辺

勝
一
さ
ん

小
牛
田
駅
連

長
沢

勝
幸
さ
ん

若
松
地
区

国
分

正
敏
さ
ん

郡
総
車
体
科

エ
ル
ダ
ー

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

 
国
労
東
北
協
議
会
は
11
月
27
〜
28
日
、
岩
手
県
雫
石
町
鴬
宿

の
南
部
富
士
見
ハ
イ
ツ
に
お
い
て
、
活
動
家
交
流
集
会
を
開
催
。

 
秋
田
・
盛
岡
・
仙
台
の
東
北
三
地
本
の
役
員
・
活
動
家
ら
は
、

情
勢
認
識
の
一
致
と
今
後
の
闘
い
の
意
思
統
一
を
図
る
た
め
、

学
習
と
交
流
を
行
っ
た
。
ま
た
東
北
協
議
会
の
定
期
総
会
も
開

催
さ
れ
た
。


